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○跡地全体の活用の考え方やイメージ（コンセプト等）

計画地は、博多の総鎮守として信仰されてきた櫛田神社に隣接する博多部の希少な立地であり、新たに発

掘された「博多遺跡」を包蔵する土地です。 

また、780 年以上の歴史を持つ山笠行事と深いつながりがある神聖な場所でもあります。本提案において

は、それらの歴史や文化を尊重し、博多エリアの観光拠点の創出と地域の活性化につながる施設を提案い

たします。 

○跡地全体の土地利用や導入機能（事業化の範囲（面積）、民間施設の概要含む）

櫛田神社隣接の立地を活かし、観光拠点としてのホテルを誘致するとともに、博多通り沿いの低層部には博

多の歴史や文化を学び体験できる施設を配置します。有事には地域の防災拠点として機能します。 

また、分譲集合住宅を計画し、地域の定住人口を増やすことにより、地域の歴史や文化を次世代に受け継い 

でいく人材を呼び込みます。 ホテルと住宅の境界を横断する「博多遺跡」は観覧可能とし、観光拠点として 

の価値を更に高めます。 

○土地権利の設定方法

「博多遺跡」を境に２敷地に分節し、ホテル用地、分譲集合住宅用地とし、ともに売却を希望します。 

「博多遺跡」の指定範囲は、工事期間中は借地、竣工後は福岡市様の管理を希望します。 

○実現に向けた事業手法

・まちのにぎわいの創出に資する機能

施設イメージ、規模等 

博多通りに面する敷地約 2,500 ㎡に、地域の歴史・文化の体験施設及びホテ

ルを誘致いたします。

公民館側の敷地約 3,300㎡には分譲集合住宅を整備し、ファミリーの定住促

進を図ります。

・収容避難所

施設イメージ、規模等 

通常時には観光拠点施設として運用し、有事には収容避難所として活用するス

ペースとします。1 階には観光案内所も兼ねた図書スペース及び物販施設、「博

多遺跡」の見学ルートを設置し、2 階には、博多の歴史・文化の展示ブースを確

保します。有事には収容避難所として、浸水時対策のため 2 階に約４００㎡の

100名収容可能なスペースを確保します。 

整備・管理運営主体 
整備主体   ：公的機関 

管理運営主体：公的機関 

・観光拠点施設

施設イメージ、規模等 
収容避難所と同様 

整備・管理運営主体 
整備主体   ：公的機関 

管理運営主体：公的機関 

・地域コミュニティの場となる憩いの空間

施設イメージ、規模等 

１階に観光拠点施設との一体による約９０㎡の図書スペースを確保します。 

観光案内と物販施設を一体とすることで地域住民、観光客ともに寛げる空間を 

整備します。 

整備・管理運営主体 
整備主体   ：公的機関 

管理運営主体：公的機関 

○地域貢献に関する考え方

博多エリアの歴史、文化を継承し、地域に開かれた場所として総合的な整備を行います。 

○周辺環境・景観への配慮の考え方

周辺の豊かな緑と歴史ある街並みを継承します。 






